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平成lO年度関西大学博物館実習
博物館実習は、基本的な学芸技術から歴史・美術・文書の3コースに分かれ、それぞれ専門的
な技術を習得できるように設計されているが、例年各コースの受講定員と希望者数にアンバラン
スが生じ、調整せざるを得ない状況が続いていた。今年度は、全受講者数が想定した範囲内に収
まったこともあり、希望コースの調整をせず、本人が選択したとおりのコースでクラス編成を行
った。結果、文書コースの人数は若干少ないが、歴史・美術コースは、ほぼ定員どおりとなり、
授業に支障をきたすことなく全員が希望どおりのコースで実習を受講することができた。本年度
の博物館実習受講者数は次のとおりである。
本年度の博物館実習カリキュラムは、次項の「平成10年度関西大学博物館実習日程」のとおり、
概ね従来の実習方式を踏襲して、 きめ細かい充実した内容の編成になった。ただし、学年暦の変
更により、前期の授業期間が延長されたため、従来夏期休業の初めに実施していた近府県の宿泊
実習や館務実習の内容を一部変更して行った。本年度博物館実習及び実習の総仕上げとして実施
した「博物館実習展」についての評価や感想は、後掲の実習受講生レポートや来館者アンケート
の集計を参照いただきたい｡
本年度博物館実習を指導していただいた先生方は、次のとおり文化財の専門家や学芸員として
博物館及び発掘現場の最先端で活躍されている研究者である。
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や
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争
○
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干
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前
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1
泊
2
日
岡
山
･
倉
嚇
面
…
見
学
7
/
2
9
●
7
/
3
0田
中
・
芝
村
！
、
や
守
令
や
●
●
◆
の
幸
｡
◆
◆
●
q
今
●
今
◆
一
○
●
大
阪
府
下
の
文
書
館
見
学
1
部
と
合
同
7
/
2
9
●
7
/
3
0
?
?
?
?
?
?
?
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?
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?
?
?。?
?
?
?
?
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7
/
羽
1
7
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網
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道
前
1
泊
2
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①
｡
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Ⅱ
■
'
■
●
， I
岡
J
1
.
倉
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面
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搬
見
学
9
9
/
1
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1
9
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1
8
2
5
/
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擬
合
鴬
職
I
網
干
･
高
橋
･
芝
村
･
角
田
･
文
珠
･
道
前
東
京
都
下
博
物
館
施
設
2
泊
3
日
東
京
国
立
博
物
館
他
?，?
???
?
》
?
?
?
?
。
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?
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?
展
矛
漢
習
に
お
け
る
個
画
･
目
録
｛
柳
離
Q
宮
崎
I 4
●
つ
●
今
●
●
◆
‐
●
。
●
凸
●
･
●
●
令
寺
●
●
9
博
物
鯉
藍
病
室
展
示
実
習
に
お
け
る
企
画
･
目
録
f
柳
離
、
田
中
1
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習
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け
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企
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柳
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6
／
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辱
胃
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震
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?
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曾
瀦
蕊
隻
個
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月
第
1
部
日
歴
史
コ
ー
ス
美
術
コ
ー
ス
文
書
コ
ー
ス
第
2
部
日
歴
史
コ
ー
ス
’
美
術
コ
ー
ス
1
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/
金
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⑳
/
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取
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扱
い
、
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賞
_
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：
1
2
/
6
（
日
）
佃
一
茶
庵
(
1
3
:
0
0
～
1
7
:
0
0
）
宮
崎
I
.
､
－
－
.
‘
-
.
.
.
-
.
-
.
.
.
.
.
.
.
_
：資
料
取
り
扱
い
、
観
賞
宮
田
宗
秀
裏
千
家
（
時
間
1
3
:
帥
～
1
7
:
0
0
）
実
習
展
示
に
お
け
る
諸
作
業
（
学
生
の
自
主
作
業
）
3
/
土
1
0
/
i
1
7
／
土
別
／
士
⑳
／
日
3
1
久
土
網
干
①
●
●
ー
｡
●
●
◆
●
●
●
●
◆
●
●
●
句
??
??
??
?
?
博
鰄
鰐
摺
室
ポ
ス
タ
ー
作
成
及
び
図
録
編
集
【
体
育
の
日
】
角
田
i
展
示
資
料
整
理
．
清
掃
○
◆
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争
●
◆
●
●
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●
争
口
｡
●
一
年
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今
争
一
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博
’
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2
展
示
室
井
溪
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争
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｡
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口
●
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ー
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■
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博
'
癖
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2
展
示
室
実
習
展
実
施
計
画
及
び
諸
作
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実
習
展
示
に
お
け
る
諸
作
業
（
学
生
の
自
主
作
業
）
1
1
6
/
金
1
3
/
金
16
／ /
月
1
2
0
/
金
2
1
/
/
i
訂
/
金
⑳
/
日
実
習
展
示
に
お
け
る
諸
作
業
（
学
生
の
自
主
作
業
）
7
/
土
実
習
展
示
に
お
け
る
諸
作
業
（
学
生
の
自
主
作
業
）
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導
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角
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展
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担
当
者
全
員
．
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…
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第
2
認
＃
博
物
館
第
2
展
示
室
展
一 ホ
発
表
会
（
5
日
間
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鴬
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（
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時
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0
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市
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史
博
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日
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角
田
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：
自
然
科
学
資
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展
示
方
法
海
遊
館
（
時
間
1
3
:
㈹
~
1
7
:
㈹
）
??
?
※
上
記
日
程
は
予
定
で
あ
り
、
変
更
す
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
日
程
以
外
に
「
特
別
展
」
な
ど
の
見
学
実
習
を
行
う
こ
と
が
あ
る
。
【
実
習
上
の
諸
注
意
】
(
1
)
実
習
に
関
す
る
全
て
の
連
絡
は
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
（
お
知
ら
せ
【
そ
の
他
】
）
に
て
行
う
の
で
、
十
分
注
意
し
て
見
落
と
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
な
お
、
緊
急
の
場
合
は
各
班
長
を
通
じ
て
行
う
。
ま
た
日
曜
日
の
実
習
・
見
学
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
授
業
中
に
指
示
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
の
こ
と
。
(
2
)
夏
季
休
業
中
の
宿
7
E
僕
習
日
程
説
明
･
実
習
展
醐
分
け
等
を
1
部
受
講
生
-
7
月
1
0
日
絵
）
、
2
割
授
講
生
-
7
月
1
1
日
（
土
）
に
行
う
の
．
唾
当
日
は
全
員
出
席
の
こ
と
。
(
3
)
期
間
中
、
教
育
実
習
に
参
加
す
る
学
生
は
欠
席
届
を
実
習
簿
に
添
付
し
提
出
の
こ
と
。
(
4
)
見
学
は
時
間
的
に
制
約
さ
れ
る
場
合
が
多
い
の
で
、
時
間
厳
守
で
集
合
の
こ
と
。
遅
刻
し
た
場
合
は
、
各
自
に
お
い
て
入
館
料
（
有
料
の
場
合
）
を
支
払
い
実
習
へ
合
流
の
こ
と
。
(
5
)
館
内
に
お
い
て
は
館
則
を
守
り、
学
生
と
し
て
の
品
位
と
自
覚
が
必
要
。
(
6
)
館
内
に
お
い
て
は
、
万
年
筆
・
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
を
使
用
し
な
い
こ
と
。
鉛
筆
の
み
可
能
。
(
7
)
実
習
見
学
が
終
了
し
、
お
世
話
に
な
っ
た
見
学
館
に
は
、
そ
の
日
の
担
当
者
が
後
日
礼
状
を
出
す
こ
と
。
(
8
)
実
習
簿
は
所
定
の
日
に
必
ず
提
出
す
る
こ
と
。
採
点
の
参
考
資
料
と
し
た
後
、
各
自
へ
返
却
す
る
の
で
、
受
け
取
り
に
来
る
こ
と
。
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課
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担
当
者
全
員
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■
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｡
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■
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博
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室
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間
の
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省
・
学
芸
員
の
課
題
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1
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／
土
ま
で
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，
■
e
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◆
0
溌
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識
I
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難
部
ミ
塗
蕊
員
:
！
〔
提
出
場
所
〕
博
物
館
実
習
簿
及
び
レ
ポ
－
卜
の
提
出
提
出
時
間
1
0
時
～
1
6
時
儲
提
副
「
博
物
館
事
務
室
A
潔
鱈
蔦
習
1
ヶ
年
の
総
括
」
4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙
1
0
枚
（
ワ
ー
プ
ロ
も
可
)
(
た
だ
し
、
1
2
:
W
～
1
3
:
3
0
は
除
く
）
3
3
／
水
I
?
?
?
?
?
?
?
〔
受
取
場
所
〕
博
物
館
実
習
簿
及
び
レ
ポ
－
ト
の
返
却
受
取
時
間
1
0
時
～
1
6
時
博
物
館
事
務
室
（
た
だ
し
、
1
2
:
3
0
～
1
3
:
3
0
は
除
く
）
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｢百~閉1998年11月16日(月)～20日（金）
10時～16時
陽一詞関西大学博物館第2展示室
（簡文館内）
｢麺－あなたはどこまで知っていますか」 1部歴史ｺｰｽAグﾙｰﾌﾟ
うどん・そば・ラーメン等日本人は麺類が大好きだが、日本人が知らない麺が世界にはまだまだある。
その世界各地の麺を展示し、世界の麺食文化と麺についての歴史を知ってもらうようにする。
また、今までとは、全く違う麺として現代社会にある即席麺を、進化した麺として展示する。
缶コーヒーの歴史一ラベルにみる変遷－ 1部歴史ｺｰｽBグﾙｰﾌﾟ
缶コーヒーのラベルの絵を中心に、多種多様に渡る缶コーヒーを展示していく。また、パネルや図録
を使い製造過程や昔と今の味の違いにも注目し、味の変遷から消費者の好みの移り変わりを探っていく。
学校給食 1部美術コースAグループ ’
給食と言えば僕達の世代は当然のこと僕たちの下の世代あるいは僕達の親もが個人個人特別な思い入
れがある。ありふれたテーマだけに「給食」そのものが学問的に取り上げられることが少ない。地域に
よって独特のおかず、食材の流通、現在のシステムなど探求することは多くある。
私達の給食を再認識していきたい。
あそび
なにわの戯～近世大坂画壇～ 1部美術ｺｰｽBグﾙｰﾌﾟ
近世の大坂画壇が描く “戯“ （ユーモア）をテーマに植物、動物、風俗などを織りまぜ解説し、展示
する。知られざる大坂画壇を少しでも多くの人に知ってもらいたい。
I
からくり 1部文書コース
「からくり」とは一般に仕掛けの意味であり 「からくりじかけ」 「からくりしぱい」 「からくりどう
ろう」等様々な用い方がされている。そこで「からくりおもちゃ」を中心に、設計図や制作過程などを
展示する。同時に「からくり」というものを様々な角度から展示していきたい。
併せて展示スペースの一角で、見学者が実際に「触れる」ことができる展示を行いたい。
始末の極意一リサイクル昔ぱなし一 2部歴史コース
江戸時代から戦前にかけていかに環境循環型生活及び自然との調和のとれた生活をしていたのだろう
か。現代の生活様式の問題点をあらためて浮きぼりにするために戦前の生活を環境保護の視点で考察す
る。
ビール・パパラッチ 2部美術コース
日本人にとって一番なじみの深いお酒であるビール。百数十年の歴史の中で、数々の変遷を重ねなが
ら、発泡酒、地ビールといった新しいタイプのビールが登場し、新たな展開が期待されます。
私たちはそのビールラベル・ポスターのデザインの同時代性・先進性などに注目し、その歴史を解き
明したいと思っています。
’
?
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1998年度関西大学博物館実習実習展示会
観覧者アンケート調査報告
はじめに
私たち博物館実習生は、例年通り博物館実習授業の一環として、 1998年ll月16日(月)から20日
(金)の5日間、関西大学博物館第二展示室で博物館実習展を開催した。その際、実習生の学習を
深めることを目的として、観覧者を対象としたアンケート調査を行った。ここにアンケートの集
計結果を公表し、簡単ながら講評を加えて実習展示の締め括りとしたい。
集計結果
（1）性別 16日 17日 18日 19日 20日 合計
1．男性 15名 4名 11名 3名 5名 38名
2．女性 17名 10名 9名 5名 7名 48名
無回答 1名 1名
合計 32名 14名 21名 8名 12名 87名
（2）職業
1．本学学生 60名
文学部1年生 10名 文学部2年生 2名 文学部3年生
文学部4年生 23名 法学部1年生 1名 法学部3年生
社会学部4年生1名 無回答3年生 1名 無回答4年生
大学院生 6名 無回答 6名
2．他大学生 2名
3．高校生 0名
4．実習生 1名
5．その他 17名
教員2名 講師1名 会社員 1名 保護者1名
卒業生1名 無回答11名
（3）今回の実習展をどのようにお知りになりましたか。
1．知人41名 2．掲示板8名 3.授業の一環29名
4．その他12名 学生から 1名息子から 1名たまたま 2名
NHK1名 新聞1名 無回答6名
（4）実習展全体について
◇良かったと思う点、あるいは展示品があれば記入して下さい。
【実習展全体について】
。全部面白かった。 2名
・順路がわかりやすかった。 2名
・展示がとても見やすい。 4名
??????
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･身近なテーマが多く、興味が持てる内容だった。 5名
･展示資料が充実している。 2名
･展示がバラエティーに富んでいた。 4名
o本格的な展示だった。
･以前より展示が充実している。
･努力のあとが見られる展示だった。 2名
。とても凝っている展示があり、面白かった。 2名
･パソコンによる図録・パネルが美しい。 2名
･丁寧に説明してくれたのが良かった。
･図録や手が触れる物があって楽しく、わかりやすい。
・どこの班も初日なのに仕上がりが良い。
【歴史A班麺】
。良かった。 2名
・展示が工夫されており、わかりやすい。 3名
・本物の麺をよく集めた。 6名
【歴史B班コーヒーの歴史】
。良かった。 2名
・コーヒーの変遷がわかった。 2名
。懐かしさを感じさせて良かった。
。変わった展示物があって面白い。 2名
・図録がしっかりしている。 2名
・コーヒーのいい匂いがして、飲みたくなった。
｜
I
【美術A班学校給食】
。良かった。面白かった。 4名
・目の付け所が良い。
・苦労したのがよくわかる。
・給食の入れ物がいろいろわかった。
・給食の実物展示が面白い。
｣
????????????‐???????
【美術B班なにわの戯】
。良かった。 2名
2名･関大図書館のコレクションを見事に生かしている。
｡説明が聞けて良かった。
.「あそび心」というものが楽しめた。
.楽しいうえに、落ちまでついていて良かった。
???????????????‐????????????ー??????????
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’
。一番バランスがとれている。
【文書班からくり】
。良かった。 2名
・自分でからくりに触れられるのが良い。 2名
・からくり人形の実演が面白い。 3名
・ビデオ上映が良い。 3名
・説明が聞けて良かった。
【2部歴史班始末の極意】
。良かった。 2名
・リサイクルという着眼点が面白い。 4名
・ちゃんとしたものが展示してある。
【2部美術班追いかけてビールパパラッチ】
。良かった。 3名
・見る分には楽しめた。
。懐かしさを感じさせて良かった。
◇その他、お気づきの点がございましたら記入して下さい。
【実習展全体について】
・順路表示が少ない。順路がわからない。 4名
・宣伝が少ない。
・ライトの加減が悪い。
。もう少し踏み込んだ展示をしてほしい。
・展示数を増やしてほしい。 2名
。様々な視点からとらえてほしい。
・説明が多すぎる。
・ビールとコーヒーは似通った展示だったので、重複しないようにすればよかった。
･パネルの文字が小さかったり、 目線より高いものがあり、見にくかった。 2名
･実習生が展示室で、非常に私語が多い。
.いまひとつの班はいまひとつで、良い班は良い。
｡アンケートの実施者を知りたい。
｡実習生に説明してほしかった。 2名
･和洋折衷。
､展示の流れの中に盛り上がる部分を作り、ストーリー性をはっきりさせると良い。
【歴史A班麺】
－39－
。もっと掘り下げてほしい。
･空間が余りすぎている。
･展示を目線に合わせてほしい。
･展示の方向が他の班とは逆だった。
【歴史B班コーヒーの歴史】
・ラベルの変遷だけではなく、缶コーヒーそのものの歴史がわかると良い。 2名
･展示物が偏りすぎている。
・説明をもっと詳しくしてほしい。
・実物ではなくて缶にコピーを貼っているの力轆念だし、見にくい。2名
【美術A班学校給食】
・展示が寂しい。
・給食にまつわる話をもっと多くしてほしい。
・説明が読みにくい。
【美術B班なにわの戯】
・小さな絵は、 もう少し大きい方がよかったのでは。
I
’
【文書班からくり】
。特になし。
???
【2部歴史班始末の極意】
。｢漆継ぎ」 「焼き継ぎ」 「金継ぎ」と三つに区分しているが、一般に「金継ぎ」という場
合は、漆（厳密には漆単体ではない）で継いで金粉を蒔く （いわゆる蒔絵）ことを言う。
金を用いて継ぐことではない。
1
【2部美術班追いかけてビールパパラッチ】
・解説の文字が小さい。
。珍しくない。
・大阪の地ビールが欠けていたことが残念。大阪の場合、高槻市富田町の寿酒造でつくって
います。富田はもともと伊丹や灘よりも早く酒造りが行われていたところで、多分酒につ
いても沢山文化財が残されているのではないでしょうか。
’
ﾄ
1
｜
’
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（3）実習展での個別の展示について
最も印象に残った出品物
【歴史A班麺】
外国の麺5 アジアの麺2 中国の麺2東南アジアの麺パスタ4ロテツレ3
スパゲッティー2 日本の麺うどんそうめんチキンラーメン4 ラ王2
出前一丁5外国のインスタント食品3斉民要術文献表
【歴史B班コーヒーの歴史】
豆の成分現在のシェア表缶コーヒーの変遷4 UCCポツカBOSS9
EXPO缶記念缶スワローズ缶エヴアンゲリオン缶9眠れないコーヒー
【美術A班学校給食】
献立表9献立ノート給食の変遷アンケート 昭和20年のメニュー
給食の脇役当直着を着た人形7給食袋食器アルマイトの食器
給食の再現2給食の再現の実物展示5 カレー酢の物コッペパン
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【美術B班なにわの戯】
掛け軸耳鳥斉の絵福禄寿2 別世界巻6 百福の図8泉倉人形4
大阪漫画展覧会記念帳3光琳画譜
【文書班からくり】
人形5 からくり人形13茶運び人形10茶運び人形実演3ビデオ上映2
木製のからくりおもちゃ紙で作ったもの何人に見えますか2立版古2
実際に遊べるところ手作り人形
【2部歴史班始末の極意】
単の着物3洗い張り2通い徳利5 たぬきの置物2焼き継ぎした陶器4
金継ぎした茶尭立て、香入れll
【2部美術班追いかけてビールパパラッチ】
ラベル4 ラガーのラベル5 ビール瓶3 ビールの缶地ビール2 ラッキー
最近のビールビールの王様ビールのポスター6 三船敏郎のポスター
男は黙って生ビールのポスター昔の宣伝板長嶋の写真2
講 評
今回のアンケートの集計結果は以上の通りである。観覧者は3， 4回生を中心に、実習生の知
人や博物館学の履修生が多かったが、展示期間中の11月17にNHKニュースで紹介されたことも
あって、遠く奈良や名古屋から来館された方もおられたと聞く。実習展はおおむね好評で、様々
な制約の中で各班が収集した魅力的な展示物や、展示方法に工夫を凝らした部分が評価きれたと
思う。しかし一方で、パネルが読みにくい、実習生の私語が多いなどの指摘は、観覧者への配慮
が欠けている部分があったことを示すものである。
今回の展示の大きな反省点は、順路の指示が徹底していなかったうえ、展示ケースの都合から
展示の順路とアンケート用紙の順番が一部食い違っていたために、順路がわからなかったり、ア
ンケートを記入する際に混乱された方がおられたことである。さらに、ある程度類似したテーマ
の展示があったにも関わらず、展示する班の順番が機械的に決められたものであったため、せっ
かくの展示を完全に生かし切れていなかったように思う。これは各班がお互いの展示について情
報を交換する機会が少なかったことに起因するものであり、実習展全体の構成や展示の流れを考
慮して順路や展示する班の順番を工夫すれば、より完成度の高い実習展示になったのではないだ
ろうか。
最後に、今回のアンケートにご協力いただいた観覧者の方々、集計に協力してくれた各班のア
ンケート担当者、ご指導いただきました博物館実習の先生方に、この場を借りてお礼申し上げま
す。
98M234森大樹
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1998年度関西大学博物館実習観覧者アンケート
この度、私たち関西大学博物館実習生は、実習過程の一環として、実習展を催す運びとなりま
した。今後の学習をより深めるため、アンケート調査を実施きせていただいております。何卒ご
協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
（1）性別 1．男 2．女
（2）職業 1．本学学生（ ）学部（ ）年生 2．他大学生
3．高校生 4．実習生 5．その他（ ）
（3）今回の実習展をどのようにお知りになりましたか。
1．知人 2．掲示板 3．授業の一環 4．その他（ ）
（4）実習展全体について
良かったと思う点、あるいは展示物があれば記入して下さい。
｜
’
その他、お気づきの点がございましたら記入して下さい。
（5）実習展での個別の展示について
今回の実習展は7つのグループに分かれて行っています。各展示I
下さい。表の中の3つの選択肢のいずれかに○印をおつけ下さい。
（実習生は自分のグループにも○をつけること）
について右記の事項にお答え
－43－
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第1部 第2部
グループ 歴史･A歴史・B 美術・A 美術･B 文書 歴史 美術
展示名
麺～あな
たはどこ
まで知っ
ています
か～
コーレー
の歴史～
ラベルに
みる変遷
～
学校給食 なにわの
戯～近世
大坂画壇
からくり 始末の極
意～リサ
イクル昔
ばなし～
損いかけ
てビール
パパラッ
チービー???
、
???、?
展示方法
よ い
ふつう
よくない
よ い
ふつ
海
つ
よくない
よ い
ふつ
兎
フ
よくない
よ い
ふつ
龍
フ
よくない
よ い
ふつう
よくない
よ い
ふつ
弱
フ
よくない
よ い
ふつ
壷
フ
よくない
説 明
よ い
ふつ
壷
つ
よくない
よ い
ふつ
誼
つ
よくない
よ い
ふつ
壷
つ
よくない
よ い
ふつう
よくない
よ い
ふつ
壷
フ
よくない
よ い
ふつう
よくない
よ い
ふつ
窪
つ
よくない
図 録
よ い
ふつ
兎
フ
よくない
よ い
ふつう
よくない
よ い
ふつう
よくない
よ い
ふつう
よくない
よ い
ふつう
よくない
よ い
ふつ
＞
つ
よくない
よ い
ふつ
頭
つ
よくない
ポスタ ー
よ い
ふつ
海
フ
よくない
よ い
ふつ
学
フ
よくない
よ い
ふつう
よくない
よ い
ふつう
よくない
よ い
ふつ
淀
つ
よくない
よ い
ふつう
よくない
よ い
ふつ
誼
フ
よくない
出品数
多 ﾚミ
適 当
少ない
多 レミ
適 当
少ない
多 し。
適 当
少ない
多 し、
適 当
少ない
多 レミ
適 当
少ない
多 し。
適 当
少ない
多 い
適 当
少ない
出品物
よ い
ふつ
幸
フ
よくない
よ い
ふつ
海
フ
よくない
よ い
ふつ
諺
つ
よくない
よ い
ふつ
垂
フ
よくない
よ い
ふつう
よくない
よ い
ふつ
海
フ
よくない
よ い
ふつう
よくない
全体に対
する印象
よ い
ふつう
よくない
よ い
ふつう
よくない
よ い
ふつう
よくない
よ い
ふつう
よくない
よ い
ふつ
壷
フ
よくない
よ い
ふつう
よくない
よ い
ふつ
龍
フ
よくない
最も印象
に残った
出品物
平成lO年度博物館実習報告
一受講生のレポートから－
一年間の実習総括
1部歴史コース
史・地96-81小松 環
このレポートを書くにあたって、まず思い出したのは4月のガイダンスである。まだ博物館実
習がどういったものなのかもよく分からずに先生方の話を聞いていた。大変そうだ、 というのが
その時の正直な印象だった。 1年間の日程表が配られた時にも、こんなにしなければならないこ
とがあるのかと少々不安だった。ただ、この博物館実習が他の授業とは全く違うものになりそう
な気がしたのを覚えている。
そのようなことを思い出しながら、この1年を振り返るために実習簿を開いてみた。今まで読
み返すということはあまりしていなかったが、読んでみると、改めて1年でいろいろな事をして
きたのだと実感した。また、毎回書くことを面倒だと思っていた実習簿も今では、私がこの1年
にしてきたことを確認できるありがたい存在となっていることに気がついた。それだけに、 もっ
と詳しく書いておけばよかったと反省もしている。
講義では多くのことを学んできた。資料の取扱い方、梱包の仕方、調書の取り方、整理・保管
方法、実習展における企画や目録・ポスター・図録の作成など様々である。また、資料といって
も、歴史考古資料、美術工芸資料、文書資料、民俗資料、自然科学資料、金属科学資料と多岐に
わたっており、それぞれに適切な取扱い方を学ばなければならない。
これらの資料の中でも、歴史考古資料、美術工芸資料、文書資料などは講義中に何度も実物に
触れる機会があった。普段ならば、本物の資料に触れることはほとんどないので貴重な経験であ
り、非常に緊張した。資料の取扱いは、私が考えていたよりも多くの点に気をつけなければなら
なかった。 “資料を傷つけそうなもの（時計・指輪等）は外す"、 “安定した状態で見る"、 “資料
をさわる前には手を洗う”など、当然のことばかりだが、それを常に意識していないと忘れそう
になることがある。頭では分かっていてもいざ資料を手にとると、その資料にぱかり目がいって
しまい、まわりの状況や他人の動きが見えていなかったりするので危なっかしいのである｡何ご
ともなくてよかったが、先生方は私たちを見ているのが不安だったのではないかと思う。
資料の取扱いは梱包する時にも重要なポイントだった。グループに分かれて、ああでもないこ
うでもないといろいろ試しながら梱包していたら、あまり時間をかけすぎると資料を傷つける可
能性が高くなると注意された。確かにその通りである。資料を見た時に、どの材料を使ってどの
ように梱包するかをすばやく判断し、手際よく作業することが資料の安全のためにもなるのであ
る。
資料と接するにあたって、必要だと感じたことの中に観察する力がある。調書の取り方の講義
’
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の時に、資料のスケッチをしたのだが、その資料の特徴をわかりやすく図にするということがと
ても難しかった。また、スケッチすることに夢中になってしまい、資料の扱いがおろそかになっ
てしまうこともあった。資料というものは小さくても多くの情報をもっているものである。その
情報を最大限に引き出して記録しなければならない。しかし、なかなかすぐには細かな情報まで
見いだすことはできない。資料を観察して、そこから様々な情報を得られるようになるには、数
多くの資料と接して何枚も何枚もスケッチするのがよいということであった。
次に、博物館実習の大きな特徴ともいえる博物館見学について考えてみたい。
この1年で様々な博物館を見学したが、中でも一般の人は入れてもらえない収蔵庫に入れたこ
と、学芸員の方々の話を直接聞けたことはとても貴重な経験だったと思う。特に、どのような目
的で展示するのか、わかりやすい展示にするにはどうしたらよいのか、その展示から何を知って
もらいたいのか、 というようなことについての話からは1つ1つの展示にこめられたメッセージ
が伝わってきた。そうした話を聞いていくうちに、どの博物館でもそれぞれにテーマや目的をも
ち、それをとても大切にしているということがわかってきた。そのテーマや目的力混示に反映さ
れているのである。
また、これまでは博物館に行ってもただ展示を見るだけであったが、博物館実習を受けるよう
になり、展示に至るまでの過程を知ってからは少しずつ見方が変わってきたように思う。 1つの
展示に学芸員がどれだけの時間をかけて努力してきたのかということを考えると、この展示をし
た学芸員が何を私たちに伝えようとしているのか、なぜこのような展示になったのかということ
が気になるようになった。そして、観察し、考えるということが大切に思えてきた。目の前にあ
る資料から自分でいろいろな情報を得ることができるのに、今まではそれをしていなかったのだ。
当たり前のことなのかもしれないが、博物館を見学し、学芸員の方々の話を聞いているうちに、
自分で見て考えるということに改めて気づいたのである。中には、資料を見て自分で考えること
が大切だから解説はいらないと言う人もいた。それが正しいかどうかは私にはまだ分からないが、
私の資料の見方が変わってきたのは確かである。
博物館見学は1日に2館まわることがほとんどであり、見学時間に限りがある。特に、東京の
博物館見学では1日に3館ということもあったので、とても慌ただしい感じがした。しかし、で
きるだけいろいろな博物館に行くということを考えれば仕方のないことなのかもしれない。東京
の博物館はこういう機会でもなければなかなか行くことがないので、ゆっくり見ることができな
いのは残念であったが、それなりに楽しめた。ただ、興味をもった博物館についてはまた行って
みたいと考えている。
博物館実習で一番大きなイベントといえば実習展だろう。
実は4月のガイダンスの時から、どんなことをするのか気になっていた。実習展が毎年行われ
ているのは以前から知っていたし、上回生から実習展の準備は大変だということを聞いていたか
らである。
7月に実習展についての説明があった時はまだまだ先のことのように思っていた。それに7月
のおわりにはテーマもほぼ決定し、作業も順調に進んでいたのでそれほど心配しなかった。
しかし、テーマが決まってからが大変だった。テーマは決まったのに、どういう内容の展示に
するのかという話になるとなかなかまとまらなかった。私たちがしたいと考えていることとでき
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ることの間に大きな差があったからである。短い時間の中で私たちにできることは限られている
ので、何ができるかについて話し合った。 1カ月ぐらい前になってやっと内容とそれぞれの分担
が決定した。それからは何とか作業を進めることができ、提出しなければならないものは全て提
出できた。
ここまでの過程では全員そろった話し合いができないということが問題だった。いつも誰かが
おらず、いなかった人への連絡もしていたり、していなかったりとまちまちだったのである。全
員が作業の進行状況を把握していないといけないのに、それができていなかったので話し合いも
進まなかった。
しかし、 とにかく実際に展示するという段階にまでたどりついた。
展示は私たちが考えていたよりもはるかに難しかった。ただ並べるだけでは意味がないので、
何度も並べ直してどうすればわかりやすい展示になるのかを考えた。考えれば考えるほど分から
なくなっていったが、最終的には何とか納得のいく展示にすることができた。展示が完成した時
は本当にうれしかった。
私たちはできるだけ努力したつもりだったが、反省点も数多くあった。それは、後で集計され
た結果を見てもわかることである。
例えば、 “もっと掘り下げた展示にしてほしい"、 “空間が余りすぎている"、 “展示を目線に合
わせてほしい”などの意見があった。さらに、図録やポスターについて、少数ではあるが、よく
なかったとの感想もあった。
個人的には、パネルの文字や大きさの統一、展示の流れにそった順路の指示などができればよ
かったと思う。また、 もっと掘り下げた展示にした方がよいという意見には同感である。そして、
もっと多くの人に来てもらえたらよかったと考えている。 もう少し派手に宣伝をした方がいいの
かもしれないが、関西大学の学生でも知らない人が多いというのは残念なことである。
こうやって1年を振り返ってみると、実に様々なことがあったが、やはり一番印象に残ってい
るのは実習展である。
他の授業では私たちが主体になる場合は非常に少ない。しかし、博物館実習、特に実習展の開
催においてはそれが求められる。積極的に参加しないと何も進まないのである。また、大勢で協
力して1つのことを完成させるということも貴重な体験だった。
学芸員の仕事は自分の専門分野の研究だけではなく、企画展・特別展などの準備や博物館利用
者や地域の人々への対応、普及活動、さらには雑用のようなことまでもしなければならない大変
な仕事である。しかし、学芸員がいなければ博物館は成り立たず、その仕事は大変でもやりがい
のあるものだと思う。そして、積極的に仕事に取りくんでいる学芸員が大勢いるということもわ
かった。
この1年で私たちはそんな学芸員の仕事のほんの一部を体験させてもらった。それは、 もし学
芸員にならなかったとしても大切にしていきたいと思うことばかりであった。
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一年をかけて、いろいろなことを学んだ実習だったが、いざこうして終わりを迎えてみると、
長いようで本当に短い一年だったように思う。このレポートで一年を振り返るに当たって、講義
・見学・実習展の三つに分けて、それぞれまとめてみたいと思う。
（1）講義
特に前期は講義が中心であったが、自分の専門である美術だけではなく、歴史考古・文書・民
俗・自然科学など、さまざまな分野にわたる授業は、先生方も様々なタイプの人ばかりで内容の
濃いものだった。中でも、実際に実物を前にしての授業がやはり最も印象深い。梱包の仕方、掛
軸の巻き方、古文書の扱い方などといった、実践的な内容のものは、やはり 「実習」ならではだ
と思うし、いつも非常に楽しみにしていた。現場に携わる先生のお話は、やはりリアリテイーが
あって、過去の仕事の経験談などは真剣に聞き込んでしまうこともしばしばだったように思う。
展示の企画や貸し借りの交渉も大事な仕事だが、梱包や軸巻き、資料の運搬の仕方などは、学芸
員としてはスムーズに手際良くできて当然のこと。何度も繰り返すことで、身に付けるものがあ
プロ
ることも、改めて強く認識した。学芸員は、資料を扱うことに関しては「職人」なのだ。「綿枕」
が学芸員の手製であることも初めて知った。あと、 「雑用が多い」ことは、以前から承知しては
いたが、本当に様々な作業があって－でもそれは学芸員がやらなければならないもの、 とい
うものも多かった（ケース内の掃除とか)－、つくづく学芸員は「肉体労働者」だなと、授業
を重ねるごとに感じていった。
得るものは少なくなかった講義だが、 もう少し欲を言えば、こうした「実技」的な授業が、 よ
り多いほうがいいように感じた。特に梱包や軸巻きなどは、わずかに一回の授業で行っただけだ
ったので、実習展の際に（我々の班は、掛軸や画巻を多く展示したので)、初めは慣れずに苦労
した（この展示を通してようやく玄人裸足でスムーズにできるようになった)。実際に、学芸員
を目指す者にとっては、就職した後で身に付くものではなくて、この資格を取ることは、そうし
た「基本」を最低限マスターしておくことだと思った。分野の違う人もいるので難しいかとは思
うが、見学のことも含めて、コースごとで、それぞれの専門分野を重心的に学べる授業が、何回
かあってもいいように思う。
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（2）見学
次に見学についてだが、毎月一回のペースの見学は、個人的にはそれほど忙しいとは思わなか
った。ただし、美術関係の見学が少なかったことが、少し物足りないような気がしたが、博物館
・美術館に限らず、民俗・科学など、幅広い分野の施設を見学できたことで、それぞれのコンセ
プトや展示方法の違いを知ることができて、非常に勉強になった点も多かった。
中でも、収蔵庫・搬入口・資料室といった「裏側」を見られることが、やはり最も面白かった。
ああいう所で資料に囲まれて仕事をするのは、やはり楽しいだろうなと思った。個人的には、特
’
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に印象に残ったものを挙げると、奈良市写真美術館、 日本民家集落博物館、そして「お茶席」で
あろうか。また、岡山そして東京への見学旅行は、少々ハードスケジュール（季節的にも）なが
ら、充実したものだった。以前は、経済的・日程的に余裕があるか、よほど観たいものがない限
り、東京の館へはめったに行かなかったが、今年はこの見学旅行を含め、計三回も出向く機会が
あり （というより、そうした「習慣」が身についてきたようで、それはそれでいいことだと思
う)、いずれも時期的にいい展覧会をやっていたこともあって、非常にいい印象として残ってい
る。大原美術館や東博や西洋美術館などは、いつ行っても、さすがの「風格」がある。展示品を
｢見せる」工夫というより、やはり作品そのものが、どれも素晴らしいので、普通に並べている
だけでも十分魅力がある。東博や西洋美術館は、ざすがに「国立」だけあって、部屋ごとに分野
の違うものがたくさん置けるという、規模的にも申し分がなく、博物館・美術館の「理想形」で
あることを、いつも感じる。それとは対照的だったのが、 「体感型」とでもいうべき江戸東京博
物館である。ケース内の小さな資料などは、かすんでしまうほどの（巨大な復元資料などは、確
かに印象に残ったが）そのスケールは、ざながら「テーマパーク」のようで、こうした館が一方
では必要とされているのかと、その時思った記憶がある。ただし、入館者数は伸び悩んでいると
いうようなお話もあり、あんなに大規模な館でも （だからこそか)、様々な苦労があることも知
った。最近では、国立館の独立行政法人化という話しもあるようで、これから就職したいと思っ
ている自分にとっても、結構深刻な問題であるのだなと、考えることも多い。
あとは、先にも言ったが、せっかく東京まで出かけていくのだから、東京（あるいは神奈川・
埼玉・千葉など周辺も）の美術館（美術コースなら、五島美術館や根津美術館など、関西とはま
た趣の違う、素晴らしい私立の館も少なくないので）を、 もっと見学してもいいと思った。
（3）実習展
そして、何より印象に残っているのは、やはり実習展である。企画にはじまり、さまざまな準
備も、決して多いとは言えない時間の中で進めながら、それでも一応満足のいくものが出来たの
は、企画自体の面白さもあったが、何と言ってもチームワークの良さに恵まれたことであろう。
今までは、展覧会を見に行っても、展示方法や図録のレイアウトなどに、それほど細かく気を
配って見ていたわけではなかった。しかし、この秋の展覧会は、自分たちの展示にも何か活かせ
るものが少しでもないかと、いろいろと細かく注意を払っていたことを思い出す（中でも京都文
化博物館で開かれた「京の絵師は百花練乱」は、内容的にも共通するものがあって、非常に参考
にした点が多かった)。図録の編集などは、実際に取りかかり出すと、原稿の内容はもちろん、
レイアウト ・デザインなど、なかなか思い通りに行かないような点もあった。途中、誤植や文章
のまずさから、図録・キャプションの直しを何度もしなければならなかったり、また、いざ展示
準備が始まっても、下見不足で掛軸のほとんどがケースに入らないほど長かったり…と、一つの
ことがとりあえず終わって、次に進もうとすると、何らかのミスが見つかって、改めて「逆戻り」
しなければならなかったことも多かった。それでも、皆で意見を出し合って方法策を考えたり、
チームワークの良さもあって、何とか解決できたと思う。また、展覧会の企画を一つ決め、準備
していく過程で、それに関わることを少なからずいろいろと勉強し直さなければならないことも、
改めて思い知った。展示方法についても、先生方からいろいろとご意見を頂いて、勉強になった
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I点も多かった。
とにかく苦労と反省点の多い実習だったが、結果的には非常に満足している。我々の班は、す
べて実物の絵画（それも掛軸・巻物・画帖・版本と、割と幅広かった）ではあったが、すべて関
大の図書館からお借りしていたので、外部での貸出交渉などは一切なかったし、その点でも他の
班と比べると、多少は楽な面もあったかもしれない。実際の学芸員の仕事は、 もっともっとハー
ドなものであろう。
｜
’
’
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’この一年を通して、 「学芸員」の仕事というものが、現実に考えていた点とあまり違わなかっ
た部分もあったし、また考えていたよりかなりハードで、忙しいものであるということも改めて
思い知った。
私は、院生だったこともあって、学部の人たちに比べると、 「学芸員」という仕事が、 より身
近というか、現実の就職問題としてある。それだけに、この一年の実習は本当に勉強になること
が多かった。実際に現場の先生方のお話を聞く時や、見学に行く時にも、自然と力が入っていた
ように思う。学芸員そのものの仕事内容についてはもちろんだが、博物館・美術館が存在するこ
との意味・価値、また、そこで働くことの意味・価値など、個人的にいろいろと深く考える機会
が、昨年までに比べると、一段と増えたように思う。そもそも学芸員になりたいと思って、日本
美術史を選び大学（関大ではないけれど）に入ったので、その願いは割と切実である。この一年
の実習で得たいものが、早く活かせることを願って、続いては実際に学芸員になれるようにもう
しばらく頑張りたいと思う。
’
’
1
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1部文書コース
’
中96-32坂下由香里
実習という形式の授業は、ただ聞いていればよいだけの講義とは違い、時には面倒でわずらわ
しく思うこともあった。しかし始まる前は乗り気でなくても、始まってしまうと学ぶことが沢山
あり、終わる頃には楽しいと、思っていることが多かった。専門分野とは違う、新しいことを知
るのが楽しかった。
博物館に行っても、展示を見る観点や、考える事が変わってきた。資料のよしあしや、好き嫌
いだけでなく、展示の仕方、説明文のわかり易さ、照明、安全性なども気になるようになった。
今までは、わりとあっさり資料を見ながら進んでいくタイプだったが、実習で色々考えながら見
ていくうちに一つ一つじっくり見る習慣がついた。展示の中に、学芸員の意図をよもうとするよ
うにもなった。
全てこの実習の影響だと思う。先生方のお話は時としてかなり厳しく、考えることも多かった
が、私達に学芸員としての心がまえを教えて下さった。最初に網干先生がおっしゃったことを、
今も覚えている。先生はあの時、去年の実習生が感想に“なんて厳しいことを言うのかと思った
が、実習を終えて納得した”というようなことを書いたと言われたが、私もその気持ちがわかっ
た。学芸員には気づかいが必要である。人に対しても資料に対しても、その他あらゆることに気
’
??????????????????????
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を使わなければならない。それを考えれば、講義や見学先の館の方の説明を前からつめて座って
聞くとか、椅子はちゃんと戻すとか、出して下さったお茶の湯飲みを片付けるなどということは
当然の気づかいだ。というよりあたり前にできていなければいけないことだと思う。
先生方のお話を聞く中で、学芸員になる人は本当に素晴らしい人でなければならないような気
がしたし、一体どんな人がなれるのかと疑問に思うこともあったが、学芸員になるならばしなけ
ればいけないことなのだ、 と感じるようになった。
ただこうして一年間の実習を終えて、一時は遠い違う世界の存在となってしまった学芸員がま
た近い所に戻ってきた。それは実習展を経験したからだと思う。実習展では私達は学芸員であり、
学芸員としての仕事をした。そのことによって、自分には無理だ、絶対できない、 と思えた学芸
員の仕事が特別ではなく、身近なものになった。学芸員の仕事の一部を実際に体験し、身をもっ
て知ることができたからだと思う。実習展はとても良い経験になった。これも始める前は、楽し
そうだけど資料を借りたり、テーマを決めたりするなんて大変そう、 とか学科が一緒でもない、
週一回この実習でしか会わない班の人達とそんな大きな事ができるのか、 とか不安が多かった。
始まってからも苦労したことは確かに沢山あった。しかし私達のような学生でもやれば何とかな
るものだった（勿論先生方や博物館の方々、その他多くの方々のアドバイスや指導、協力がなか
ったらできるわけはないのだが｡)。それで違う世界のように思えた学芸員が、現実の大変だけど
やりがいのある仕事になった。
実習展についていえば、私達文書班は6名と少なく、しかも女ばかりで、想像以上に大変だっ
た。例えば仮に同じペースで作業をしているとしても、人数が20人いれば、分担してやれること
の量力贈えるから当然6人より早く多くのことができる。しかも私達は皆のんきで、テーマが決
まるのも遅かったし、テーマが決まっても具体的なことがなかなか決まらなかった。後悔先に立
たずというが、 もう少し計画的に早くから準備しておけば、 もっと詳しいしっかりとした展示が
できたような気がしてならない。
ただ一旦火が着くと、それからはすごかった。 6人が6人ともしっかり協力して、展示を作り
上げた。最後の追い込みがすごかっただけに、 もっと早くから．…･･と思わずにはいられないので
ある。
人数が少ない為、全員が仕事をしなければ間に合わず、当然協力しなければならなくなる。私
達の班には、協力しない人は1人もいなかった。 6人で作り上げた展示なのだ。誰かがやってく
れる、と考えることは絶対できなかったし、自分がやると言ってしまったことは何が何でもやろ
うとした。
こうして作り上げた私達の展示は、急ごしらえの為到らない点は確かに沢山あったが、 6人が
やれるだけのことをやったと思う。アンケートの集計結果を見ても、随分良い評価を頂けたよう
に思う。それはおそらく私達の選んだ“からくり”というテーマが良かったからなのだろう。“か
らくり”として玩具や人形のみにしなかったため、解釈のはばが広がり、展示の幅も広がった。
書物に関しても関大図書館の蔵書が役に立った。からくり関係の文書には絵が多かったことも良
かった。それを考えると、私達に“からくり玩具”というテーマをすすめて下さり、様々な資料
を教え、提供して下さった田中先生のおかげで展示実習が成功したといえると思う。どうせなら
やって楽しいテーマが良いと考えていた私に“からくり”は遊び心もあり好奇心を刺激するもの
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’だった。そして忘れてはならないのが茶運び人形の存在である。龍野からお借りしたこの茶運び
人形は、この展示のメインとなり、これがあったからこそ他の資料が生きてきたのだと思う。実
演は大変だったが、お客さんの目をひき、 よかったと思う。
私は実際に触って遊べる木の玩具を作ったのだが、これが予想以上に好評で沢山の方に遊んで
もらえた。実演展示やこの触って遊べる展示は、最近注目きれているらしいし、見学者に博物館
に親しみを持ってもらうのに良いのではないかと思う。
展示方法についても棚の高さや資料の角度、照明の具合など色々な事を考える必要があった。
パネルの文字の大きさや濃さ、解説文などはもう少し考慮する必要があったと思う。順路など自
分が博物館に行った時とまどうことがあるが、 もっと考えれば良かった。
実習展を経験して、学芸員の側から博物館を見ることができた。共に苦労した5人の班員はク
ラスの友達ともクラブの友達とも違う学芸員という同じ目標を持った特別な存在の友人になった。
展示実習の他の特色として、実際に博物館にいく見学実習がある。これも学ぶ事は多かった。
民家集落博物館や大阪市立自然史博物館のように、事前の授業で先生の説明を聞くことができた
のは、実際見てより理解を深めることができて良かった。また普段は絶対入ることのできない収
蔵庫なども見学でき、博物館の舞台裏を見ることができた。
東京実習では、国立博物館や国立西洋美術館など自由見学だけでも勉強になったし、楽しかっ
た。ただ文書班の見学に関していえば、非常にハードだった。文書館・公文書館という所は、自
由見学をするような場所ではなく、全てが解説・施設見学で、専門分野の授業の連続という感じ
になり大変しんどかつた。せっかく東京まで行ったのだし、 もっと他の博物館や美術館も見たか
った。
専門知識を増やし、多くの文書館の施設を見ることができた文書班と見学中心だったという他
の2班と、どれが良いとはいえないが、東京まで来たのだからもっと色々見たかったという気は
する。
ただ文書館、公文書館の見学は勉強になった。熱意のある所、あまり感じられない所、様々だ
ったが、共通していえることは、やはり文書館という存在がそれほど認識されておらず、重要視
されていないように思えたことだ。日本ではまだまだ文書館の必要性は感じられていないようで、
どこも館の人の熱意でもっているという印象を受けた。それは大阪も同様である。行政がもっと
しかるべき対応をするべきだと思う。これからアーキビストの存在は恐らくもっと必要になるだ
ろうと思う。国文学研究資料館史料館で行われている史料管理学研修会力吟のところ唯一のアー
キビスト養成会になっているようだが、文書館（公文書館）やアーキビストに対する認識が博物
館と学芸員レベルになるのは一体いつのことになるだろう。
一年間この実習を通して経験した事学んだことは本当に沢山ある。学芸員になるのは無理だ、
なりたくない、と思った時もあった。今は私は学芸員になりたいな、と考えている。どうしても
なりたい、 というのとはちょっと違うが、学芸員の仕事や役割を勉強してみてまた一層興味を持
つようになったし、学芸員として働きたいと考えるようになった。専門分野のこともあるし、難
しいだろうがやりたいなと思っている。
この実習から得たことは、学芸員にならなくても生かせると思う。色々な事に気を配ること、
茶道実習で学んだ人に譲る（控える）気持ち、視野を広くし様々な角度から物事を見、考えるこ
ﾛ
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と等々数え出せばきりがない。技術や知識だけではなく、学芸員として、又人としての心がまえ
や気持ちのあり方を、私はこの実習から学んだように思う。
博物館実習を選択して良かったと思うし、先生方、博物館の方々、その他見学先でお会いした
学芸員の方々には本当に感謝している。本当に得るものの多いよい実習だったと思う。
文書班は6人で少なくて苦労した、 と何度も言ったが、 6人だからこそ少人数だからこそ、実
習等の授業は1人1人が何度もでき、理解を深めることができた。来年度は人数が増えると聞い
たが、あまり大人数なのも考えものだと思う。
2部歴史コース
98M234森大樹
はじめに
一年間の博物館実習の授業が終了し、残るはしポートと実習ノートの提出だけとなった。この
レポートでは博物館実習の授業を概観して一年間を総括するよりも、私にとって最も印象に残っ
ている博物館実習展に内容を限定する。そして実習ノートで触れることができなかった博物館実
習展の経過をここに記し、その問題点について考えてみたい。
1 実習展の企画
博物館実習展はグループ作業である。そのためにはまず、グループのメンバーがお互いにコミ
ュニケーションをとることから始めねばならない。二部歴史コースは全員合わせても20名に満た
ない人数なので、二回目の授業の自己紹介と、その後の授業で二、三人のグループ学習が多かっ
たことから、割合と早くお互いに顔と名前を覚えることができた。前期の授業の終わり頃に実習
展示の作業の班分けが行われ、図録班、ポスター班、アンケート班のメンバーと各班長、それに
二部歴史班のリーダーが決まったことで、いよいよ実習展の準備を始める体制が整った｡実習展
示の手順として、先ず展示テーマを決めなければならない。展示テーマを選ぶに当たって面白い
テーマにしたいのはもちろんであるが、同時に学生の実習展示ということで展示物の収集に大き
な制約があり、現実に可能な展示であることを優先させねば絵に描いた餅になってしまう。私た
ちは前期のうちから授業のない平日に関大前に集まって、何度も打ち合わせを繰り返した。夏期
休暇の間に行われた7月29日、30日の滋賀と奈良の見学実習、9月16日から18日までの東京実習
は、全員が集まる貴重な機会となった。そこで毎日の見学が終わってから集合し、実習展につい
て話し合った。東京実習の時、国立公文書館の見学の後に皇居の近くで相談していたら、警官に
怪しまれて何をしているのか問い質されるという一幕もあった。テーマは何度かの変遷の末、東
京実習の時点でいったんは「日本の食文化」に決定していたのだが、展示物の目処が立たず暗礁
に乗り上げるかたちになった。そこで腹案として残っていた環境問題にテーマを切り替え、その
後数回にわたる検討の結果、歴史班の展示ということで昔のリサイクルに限定して展示すること
になったのである。展示内容が地味なものになることが予想されたので、少しでもタイトルで関
心を引こうと考えて、ポスター作成の時点でようやくタイトルが「始末の極意：リサイクル昔ぱ
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’なし」に決定した。
2 実習展の準備
展示テーマが決まったとはいえ、試行錯誤の末に締め切り直前になってようやく決定したため、
10月初めの段階では具体的な展示物の選択についてはほとんど白紙の状態であった。また、江戸
時代を専門に研究している人が誰もいなかったので、昔の庶民生活やリサイクルについて最初か
ら調べなければならなかった。とはいえ、この展示テーマに決めるに当たって、江戸時代のリサ
イクル関連の職業の絵を使ってパネルを作り、修理痕のある遺物を並べるという漠然とした展示
方法は考えていた。そこで図録班の人にはそれぞれ担当の職業を割り当てて、図録やパネルに載
せる絵の選別と、説明文の作成をしてもらうことにした。展示物の借り入れについては、 リーダ
ーに借りるってがあると聞いていたので、そこにどのような収蔵品があるかをあらかじめ調べて
きてもらって、それをこちらで吟味してから再び借りに行ってもらうという方法をとった。
11月になって展示物が揃ってからは、展示計画の作成と図録の編集を同時に、しかも至急進め
なければならず、いよいよ実習展示の準備も佳境に入った。二部歴史班では最初、図録班、ポス
ター班、アンケート班にほぼ均等に人数を割り振っていたが、実際に最も忙しかったのは図録班
で、アンケート班の仕事は班長の私一人で十分であった。そこでポスター作成が終了すると、ポ
スター班、アンケート班も一丸となって図録班を手伝うことになり、図録のコピーや製本は全員
力輔力して作業を行った。図録は締切日にいったん提出したものの、さらに完成度を上げるため
にレイアウトを変更した第二版を作るほどの熱の入れようであった。私も専門が西洋史というこ
とで、第二版の図録の最後に載せる英文を書く作業を任され、和英辞典と首っ引きで何とか書き
上げた。
展示計画の作成の段階になると、手元に集まった展示物を如何に有効に使うかということに焦
点が絞られてくる。集まった展示物が思ったより少なかったために、私はパネルや再現展示で誤
魔化すしかないのではないかと考えつつあった。しかし、ここで井渓先生から助け船が出て、堺
市博物館から通い徳利を幾つか貸していただけることになった。また、当初は図録班が調べた職
業全部をパネルにして展示しようと考えていたのだが、展示物の種類を絞ってじっくり見せたほ
うがよいというアドバイスを受けた。こうして最終的に、展示するのは悉皆屋、通い徳利、焼き
継ぎ師の三つに絞り、他の職業は図録に載せるだけということで落ち着いた。実際に展示ケース
に陳列してみると、小さなケースが多かったので一つのケースに一種類の展示くらいがちょうど
よかった。こうして展示物は少ないながらも、何とか格好をつけることができた。
’
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3 実習展の始末
11月16日から20日までの開催期間が終了すると、今度は展示の後始末が待っている。展示物の
撤去と展示ケースの清掃は一日で片付くが、展示物の返却や資料整理、アンケートの集計が終わ
るまで実習展示は終わっていないのである。アンケートの集計作業は各班で手分けして行うこと
になっていた。そこで、各班のアンケート班長に、割り当てのアンケート用紙の集計結果を別の
用紙に書き出して、実習展示の一週間後に提出するように伝えて託した。ところがこの期限に集
計結果を提出した班は、私の班を含めても七班中四班だけであった。その後は私が他の班のアン ｜
；
’
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ケートを集めることを引き受けたが、私自身の忙しさと、各班担当者との意志疎通の不十分さの
ために集計結果がなかなか集まらず、アンケート集計を博物館事務室に提出する締切の数日前に
ようやく全てが集まった。結局私が急いでデータをまとめて講評を書き、ぎりぎりになってなん
とか提出にこぎ着けることができた。
さて、そのアンケート結果を見ることは、実習展で我々が意図したことがきちんと観覧者に伝
わっているかどうかを認識するために重要である。また、私は博物館のアンケート結果の集計を
見るのは初めてなので、どのような展示が支持を集める傾向にあるのかを初めて知る機会でもあ
った。そして私が良い評価を得るために重要であると感じたのが、体験コーナーや実演展示の持
つ親しみやすさ、展示物の美しさ．珍しさが持つインパクトを上手に利用して観覧者を展示に引
き込むことである。今回の実習展で好評だった班は、これらの要素を上手く利用していると感じ
られた。この点に関して、私たち二部歴史班は江戸時代の日常品を展示しているため、展示物は
地味なものにならざるを得ず、アイデア勝負というところがあった。ただ一つだけ見た目の美し
い展示物として「金継ぎ」があった。そこで展示順は単の着物、洗い張り、通い徳利、焼き継ぎ
ときて、最後に「金継ぎした茶莞立てと香入れ」を配置した。これは二部歴史班の締めであると
同時に実習展示全体の締めであったので、見た目の美しいものを最後に展示して、 「金継ぎ」を、
ひいては私たちの展示を印象に残るようにしようと考えたのである。その結果、予想通りこれが
最も印象に残った展示物として多くの支持を集めたので、その意味で目論見は成功したと言える。
しかし逆に考えれば肝心のリサイクルという点が「金継ぎ」を通して上手く観覧者に伝わった
のだろうかという疑問がわいてくる。私たちの作った図録には、江戸時代の経済システムの一環
としてリサイクルを生業とする人々が存在し、社会全体がリサイクルに関連していたこと力書か
れている。しかし博物館における展示は、そういった事柄を言葉だけではなく、 ものをつかって
表現することが必要であり、そうでなければ博物館の存在意義はないとさえ言える。振り返って
みれば、私たちが江戸時代のリサイクルを展示するに当たって、どの展示物にどういった意味合
いを持たせて展示するか、何を最も重視・強調して展示するかという検討が十分でなかった。と
はいえ、これも私たちが持てる力をほぼ出し切った結果である。他にも説明が少し足りなかった
など心残りの点は在るが、自分たちで満足のいく実習展だったと思っている。
おわりに
全ての授業が終わった今の率直な感想を言うと、博物館実習は今まで受けてきた中で最もたい
へんな授業であった。と同時に、最も学んでいる実感と充実感を得ることができた授業でもあっ
た。実習という形式上、実習生全員力糠々なことに取り組めるように授業が進められているのだ
が、それでも実習生自身の積極性がなければ充実した授業にはならない。それが最も顕著に現れ
るのが実習展示である。博物館実習展は、それまでの授業で学んだことを生かして自分たちの手
で展示を作り上げるところに大きな意義があるが、共同作業であるが故にグループの結束と役割
分担が上手くいっていないと、せっかくやる気のある人がいても空回りしかねないのである。幸
い、私が所属する二部歴史班のメンバーは皆、実習展示を成功させようという意気込みであふれ
ており、 リーダーを中心としてグループのまとまりも良かった。実習展示という苦しい作業を全
員が一丸となって乗り越えて、充実した展示をすることができた喜びを味わうことができ、大変
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楽しい一年間だったと思う。
最後になりましたが、先生方には授業中に限らず様々な場面でご助力を頂き、大変お世話にな
りました。一年間どうもありがとうございました。
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この一年間の博物館実習をふり返ってみて、まず、第一に感じることは、学芸員というものは、
いかに日々の自己啓発、研讃が必要かということです。専門知識はもとより、来館者が何を求め
ているかということにも、常に敏感に反応できなくてはなりません。
どのような職業にもいえることだと思うのですが、自分の考えることを形にすることのむずか
しさ、また、組織の中でそれを表現することのむずかしさ、そして、自己の理想と現実とのギャ
ップに悩むこと、このようなことが、学芸員にとっては特に顕著であるといえます。これは、学
芸員の性質をどうとらえるか、 というところにも起因することですが、学芸員を研究者としてと
らえるか、博物館を運営してゆくものとしてとらえるかによっても変わってくることです。自分
のやりたいことと、施設の問題、予算の問題、理念の違いによる対立等、あげれば、 きりのない
ことです。
そのような点をふまえて、この実習の三本の柱となる、講義、見学実習、実習展について述べ
てみたいと思います。
‐????????????????‐??????
①講義について
大変多岐にわたる内容であったと思います。実際、学芸員として職についておられる先生方に
講義をしていただき、机上だけに終わらない内容でした。
実際に、梱包作業をしてみたり、資料をさわらせてもらったり、 日常では絶対にできないよう
な経験でした。
その際に、一番心に残っているのは、資料に対する接し方についてです。いかに資料にストレ
スをかけずに現状を保つか、いかに永く後世に伝えてゆくか、 ということを考えて資料に接しな
くてはならないと、教わりました。
日々の生活において、私たちはそこまで大切にものを扱うことはないように思えます。しかし、
実際にものに接する時、その行為そのものについてよりむしろ、そういう心構えこそが、学芸員
には必要だということです。講義で教わるそういう心構えの必要性は、実際に学芸員の職につく
ことはなくとも、普段の生活においても十分に実践すべきことです。常に自分を律し、謙虚でい
ること、また、人としての礼儀など、社会生活において必要不可欠であることです。そういうあ
たりまえのことが、いかに大切であるかということを痛感しました。
また、学芸員の業務内容も多岐にわたるのだということも実感しました。展示企画・資料の管
理、展示会の図録の作成、教育普及活動など、ほんとうに沢山あります。これだけの業務をこな
すということは、事務的能力も要求されるということであり、博物館の質はすなわち、学芸員の
I
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能力いかんによるといっても過言ではありません。それゆえ、学芸員の養成には、その人物のも
っている能力が大きく影響することもさることながら、教育についても配慮がされなくてはなり
ません。
事務的能力・技術の修得はもとより、何よりも大切なのは、心の教育だと思うのです。そうい
う意味からも、この講義では大切なことを学んだと思います。
②見学実習について
この1年間、実に沢山の博物館・美術館等を見学しました。
その中でまず思ったことは、一日に見学できるのは二館までが限度だということです。これは
個人差もあると思うのですが、見学に要する時間、またそれに対する感想をはっきり持てるのは
二館までだと思います。それ以上をつのると、ただ見ているだけになりがちでせっかくの良い機
会をだいなしにしてしまうような気がしてなりません。私は美術コースだったので、岡山の宿泊
実習があったのですが、体力的には何の問題もありませんでしたが、一日に五館見学した日もあ
って、美術館がどれも興味深いものだっただけに、ゆっくり見学したかったというのが本音です。
見学の回数を増やし、一度に見学する館を減らすという方法をとるのもよいのではないでしょう
か。
また、東京への見学実習も大変興味深いものでした。東京は首都ということもあり、文化的に
も中心地であるようです。文化の中心地を知るということは、 日本の文化的レベルをおしはかる
うえで、必要不可欠なことでもあります。
東京の国立系の博物館はさすがに規模が大きくて、その点では圧倒されましたが、それがかえ
ってマイナス面として感じられました。必ずしも大きい館が、来館者にとってよいことであると
はいい難いと思います。これと、国立の博物館・美術館をみて思ったことですが、私にとっては、
岡山県の大原美術館や、東京都の日本民芸館などの私設の館の方が魅力的にうつりました。こち
らの方が設立の意図がはっきりしていることと、何を訴えたいかということが、来館者に理解し
やすいからです。東京見学で、唯一驚かされた国立系の博物館は、国立西洋美術館でしたが、こ
れとて、 もとは松方コレクションということであり、 日本では芸術に対する審美眼は、国家とし
てよりも一個人の方が優れているようです。また、芸術の価値、いかに人間にとって芸術が必要
であるかということも、一個人の方がよく理解しているようです。
今後、国公立の博物館は、国公立だからできること、来館者が何を求めて来館するのかという
ことを敏感に理解することが、課題といえるでしょう。
また、入館料の高さも考慮されるべきです。千円前後するような入館料であれば、気軽に入館
というわけにもいかないように思うのです。特に、学生以下の人々にとっては負担となるでしょ
う。この時期は、いろいろなことを吸収できる時期なので、できるだけ多くのことを見聞し、知
識を深めてもらうことは、博物館の使命の一つです。しかし、現状はそうあるとはいい難いでし
ょう。
しかし、これらのことを実践しようと思えば、まず必要なのが予算です。博物館に十分な予算
があるとはいえないようなので、その点の改善がまず第一に要求されるでしょう。
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③実習展について
一年間、私たちの学んだことの集大成をして行われたのが実習展です。夏休みに入る前から、
準備作業が進められていたにもかかわらず、実際に作業にとりかかるのが、かなり遅くなり十分
なことができなかったというのが反省点です。また、班行動において、班員問での意志疎通がス
ムーズにゆかなかったところもありました。また、テーマの決定のとき、人数が多いと、やりた
いことももちろん沢山あり、全員が納得のゆくことができなかったところがあったのは否めませ
ん。そして実際に資料を借りたり、パンフレットを作ったりという時に、十分力になれたといえ
ないというのも私自身の反省点です。もし、十分に話し合いができていたならば、 もっと充実し
た内容の展示ができていたはずです。また、これは班の中だけのことではなくて、他の班ともも
っと協力できていれば、 もっと良いものができていたのではないかと、残念です。
この実習展で学んだことは、企画というものがいかに大切かということ、それに伴うお互いの
意志の疎通が必要だということです。もちろん多人数でとりくむものなので、すべての人が満足
するわけではないけれども、妥協ではなく、納得してすべての人がとりくめるよう、事を運ばな
くてはならないと痛感しました。そして、学芸員の方々が、日々いかに苦労をして仕事をすすめ
ているのかということも、自分達が実習展を通して初めて理解することができました。資料をか
りることひとつにしても、ほんとうに大変でした。そしてそれを、借りた時と同じ状態で返却で
きるか不安でした。また、大変な下準備をしても、見学していただいて、つまらないと思われた
ら、それまでです。自己満足にならず、おもしろいと思ってもらえるものを目指さなくては意味
がないと痛感しました。
’
この一年間を通じて、ほんとうに多くのことを学びました。私は科目等履習生としてこの実習
を履習しました。在学中から、ずっと履習したかったのですが、様々な理由から履習できずにい
ました。今年度、やっと履習ができて学ぶことの喜びを確認しました。誇りを持って仕事をして
いらっしゃる先生方の姿をみて、職業人として学ぶべきところも多かったのです。そして、 もう
一度、人として必要なものを確認できました。いろんな人々と共に行動して、必要なことは常に
相手を思いやること、自分の心をどう律するか、常に謙虚であることなどで、それは普段から肝
に命じておかなければ、すぐにくずれてしまうことなのだと思います。この実習で学んだことは、
すべて実生活で活かせることだと思うのです。今後、学芸員になることが叶わなかったとしても、
この経験は、一生私の心の糧となることでしょう。
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